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1 自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

1 きまりを守り、明るいまちをつくりまし

ょう

1 礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを

つくりましょう

1 元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

1 思いやりのある、あたたかいまちをつく

りましょう

繭
霊行と編集胃課謡密計舗鰯儲印刷塵枝印刷所

一

一

高
校
生
友
の
会
や

青
年
会
が
誕
生

１
月
理
日
高
萩
市
中
央
公
民
館
で
、

「
ゑ
ん
な
で
行
な
う
社
会
教
育
の
集
い
」

の
中
央
集
会
が
開
か
れ
、
関
係
者
約
１

０
Ｕ
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
市
教
育
委
員
会
と
市

中
央
公
民
館
が
中
心
と
な
り
、
高
戸
分

妬.F』 ￥瀞

蝿

「
み
ん
な
で
行
な
う
社
会
教
育
の
集
い
」
で

蕊
譲
議
議
灘
識
鍵
譲

ー

館
、
石
滝
分
館
、
下
君
田
分
館
、
本
町

実
践
委
員
会
の
４
地
域
を
指
定
し
、
市

民
憲
章
の
理
解
を
深
め
、
一
地
域
の
象
な

さ
ん
が
共
通
課
題
を
テ
ー
マ
に
、
１
年

間
に
学
習
や
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
、
住
翠
よ
い
地

域
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う
と
し
て
行
な

わ
れ
た
も
の
で
す
。

中
央
集
会
で
は
、
４
地
区
の
代
表
か

ら
の
発
表
に
さ
き
だ
ち
鈴
木
市
長
が

「
１
年
間
を
通
じ
た
実
践
活
動
を
機
会

に
老
若
男
女
一
体
と
な
っ
て
、
市
民
憲

章
の
理
解
を
深
め
、
明
る
い
住
桑
よ
い

地
域
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
と
と
あ
い

さ
つ
。
そ
の
あ
と
４
地
区
の
実
践
委
員

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
発
表
が
あ
り
ま
し
た

発
表
の
中
で
、
石
滝
地
区
で
は
、
青

年
会
が
誕
生
し
、
ま
た
、
下
君
田
地
区

で
は
、
高
校
生
友
の
会
が
発
足
す
る
な

ど
、
地
域
ぐ
る
ゑ
の
こ
う
し
た
実
践
活

動
は
、
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地

長員
域
の
み
な
さ
ん
が
接
触
す
る
機
会
も
多

委践
く
な
り
、
人
間
関
係
の
つ
な
が
り
が
密

確
に
な
っ
て
成
果
が
あ
っ
た
と
好
評
で
し

表
と
。

代
７
区
ま
た
、
東
小
学
校
６
年
今
川
享
君
は

地
、
「
楽
し
か
っ
た
運
動
会
」
の
感
想
文
の

るす
中
で
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
や

霊
ん
も
一
緒
に
運
動
会
を
し
て
、
と
て
も

蓉
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
、
続
け
て
や
っ
て

蜂
も
ら
い
た
い
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

中
研
究
会
終
了
の
あ
と
、
「
市
民
憲
章

の
理
解
と
実
践
化
を
図
る
た
め
」
と
題

し
て
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
志
田
諄
一

教
授
の
講
話
が
あ
り
正
午
す
ぎ
終
了
し

士
幹
１
し
み
」
ｃ

ｰ

中央集会で

代表者が発表
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二 F

市の人口と世帯数 ）
酉

J

E

E 甚

1月1日現在 前月比 j二

号 人口 31，559人 （＋54） 尋
f f

h 男 15，469人 （＋31） &
n Z

ザ ェ
女 16, 090人 (+23)

画 可 弓
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－
２
月
過
日
（
試
験
は
３
月
上
旬
の

｜
予
定
）

応
募
用
紙
は
、
職
員
係
に
あ
り
ま
す

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
市
長
室
職
員

担
当
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

鰯
③
２
１
１
１
番
（
内
線
２
３
３
）

受
付
の
締
め
切
り

応
募
資
格

職
種
及
び
募
集
人
員

諦
醸
霊
載
雑
跡
蔀
鋤
福
若
干
名

○
高
卒
以
上
、
ま
た
は
、
本
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
者
（
調
理
手
に
つ

い
て
は
、
中
卒
で
も
可
）

○
年
令
妬
歳
未
満
の
者
（
調
理
手
は

如
歳
未
満
）

○
市
内
居
住
者
に
限
る

市
職
員
を

募
集
い
た
し
ま
す

春の火災予防運動 2月28日から3月13日まで
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納税の申告時期になりました ミツ戦w陛
言3月1 5日＝

該当者はお馬れなく 言,‘ ‘‘‘‘‘ ‘‘ ‘‘ , ‘ ‘ , ,鳶"‘’‘ ‘編‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘‘ ‘ ‘ ‘ ‘言
凸
申

込
９
曲

◇…･･･市・県民税の申告時期になりました。 . ･ ･ ･“◇

◇． ． ･ ･ ･ ・申告時期は、 2月16日から3月15日までです。 ．．…◇

◇…･ ･･正しい申告で納得のいく税金を納められるよう ･ ･ ･…◇

◇･…・ ・ ご協力ください。 ．…. ．◇

税
金
は
、
わ
た
く
し
た
ち
の
幸
福
と

繁
栄
の
た
め
に
、
学
校
、
社
会
福
祉
、

保
健
衛
生
、
道
路
の
整
備
な
ど
市
民
生

活
に
身
近
か
な
仕
事
に
あ
て
る
た
め
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
経
費
を
負
担
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
．

「
地
方
自
治
は
、
私
た
ち
が
つ
く
っ

て
い
く
の
だ
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
単

に
義
務
と
し
て
税
金
を
納
め
る
だ
け
で

な
く
、
正
し
い
申
告
で
、
納
得
の
い
く

税
金
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
の
必
要
な
人
は

申
告
の
必
要
な
人
は
、
こ
と
し
の
１

月
１
日
現
在
高
萩
市
に
住
ん
で
い
る
人

で
、
昭
和
別
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人

①
給
与
所
得
者
で
、
２
カ
所
（
種
類
）

以
上
の
所
得
（
恩
給
、
年
金
、
配

当
な
ど
）
の
あ
る
人

②
市
内
で
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
の

事
業
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人

.一

＊蕊

蕊申告は税金のたいせつな資料に

③
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
、
医
療
費

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

④
前
年
中
途
で
退
職
し
た
人
で
、
現

在
就
職
し
て
い
な
い
人

⑤
住
所
は
高
萩
市
外
に
あ
る
が
、
高

萩
市
内
に
事
務
所
、
事
業
所
、
ま

た
は
、
家
屋
敷
を
有
す
る
人

絵
与
所
得
者
は
、
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
会
社
や
事
業
所
な
ど
か

ら
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す

申
告
の
必
要
の
な
い
人

次
の
方
々
は
、
申
告
の
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

①
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
た
人

②
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
を
市
役
所
に
提

出
し
て
あ
る
人

③
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
人

申
告
書
は
お
手
元
へ

申
告
害
用
紙
は
、
所
得
者
ご
と
に
提

出
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
直
接
郵
送
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
転
入
、
転
居
し
た
方
や

勤
務
先
を
変
え
た
方
な
ど
で
、
申
告
書

用
紙
が
届
か
な
い
と
き
は
、
お
手
数
で

も
市
役
所
税
務
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。申

告
は
早
め
に

申
告
は
、
２
月
お
日
か
ら
３
月
晦
日

ま
で
で
す
が
、
期
限
ま
ぎ
わ
に
な
り
ま

す
と
大
変
こ
ゑ
あ
い
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
は
正
確
に

申
告
書
は
、
昭
和
砿
年
度
分
の
市
・

県
民
税
の
計
算
を
す
る
う
え
で
た
い
せ

つ
な
資
料
で
す
か
ら
、
説
明
書
を
よ
く

ご
覧
く
だ
さ
い
。

収
入
金
額
、
必
要
経
費
、
専
従
者
控

除
に
関
す
る
こ
と
が
ら
、
特
別
控
除
、

所
得
金
額
な
ど
の
ほ
か
、
所
得
か
ら
差

守

壺

琶

・

“

△

△

一

室

一

・

△

一

三

一

．

・

・

二

『

画

一

・

”

・

三

写

り

◇

”

一

言

一

・

◇

．

二

一

一

凸

”

・

一

一

』

・

”

ロ

二

壱

・

“

・

二

一

言

・

△

ｂ

一

二

一

マ

マ

阜

・

二

一

』

・

ロ

”

二

三

・

・

・

二

一

月 日 ｜ 時 間 I 場 所
市
・
県
民
税
の
出
張
に
よ
る
申
告
指

日
日
日
日
日

８

１

２

３

４

１

２

２

２

２

月

月

月

月

月

２

２

２

２

２

午前10時～午後3時 上君田、下君田公民館、横川小学校一一山
一 L

ｰ
若栗、大能、中戸川公民館
赤浜田園都市セン/ター 各

地
で
申
告
出
張
相
談

〃

関口、下組、秋山下公民館〃

北組、下手綱、秋山中公民館

二二 南組、高戸、山手公民館〃

日
日
５
８
２
２
月
月
２
２

島名、石滝公民館、行人塚集会所″
〃 安良川公民館（農協サービスセン

ター）有明町、駒木原集会所
２
月
杷
日
か
ら
２
月
記
日
ま
で

2月16日～3月15日まで毎日（ただし、 日、祭日、土曜日の

午後を除く） 午前9時～午後5時市役所税務課）

し
引
か
れ
る
金
額
に
つ
い
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
申
告
害
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

わ
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
係
員
に
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
い
と

申
告
を
し
な
い
場
合
に
は
、
申
告
者

に
有
利
な
「
諸
控
除
」
が
認
め
ら
れ
ず

税
の
負
担
が
重
く
な
り
、
余
分
な
税
金

を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

【

一

」

一

”

ロ

・

可

一

一

．

写

阜

”

阜

画

菫

一

△

・

Ｇ

－

二

一

二

・

・

二

一

「

一

△

阜

凸

”

二

コ

マ

．

・

・

呈

差

守

凸

二

一

△

阜

一

戸

画

』

▽

．

Ｄ

声

↓

一

・

・

”

”

二

昏

口

”

腸

二

一

・

・

・

．

エ

寺

亜

○
申
告
の
と
き
持
参
す
る
も
の

導
や
、
受
け
付
け
を
２
月
肥
日
か
ら
次

の
日
程
で
行
な
い
ま
す
。
２
月
鵡
日
か

ら
３
月
咽
日
ま
で
、
市
役
所
税
務
課
で

毎
日
受
け
付
け
し
ま
す
。
（
日
、
祭
日

土
曜
の
午
後
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
）

○
申
告
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

当
日
は
、
申
告
書
に
住
所
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）
扶
養
親
族
名
な
ど
必
要

な
こ
と
が
ら
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

㈹
印
か
ん

㈲
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た
領
収
書

（
国
民
健
康
保
険
税
及
び
国
民
年

金
を
含
む
）

凶
医
療
費
を
支
払
っ
た
領
収
書

目
生
命
保
険
、
簡
易
保
険
の
証
書
及

び
領
収
書

㈱
給
与
者
の
場
合
は
、
源
泉
徴
収
票
’



畷溌溌溌笈（3）鎌＄
●
●
◆

癖
》

も
◆
Ｏ
●
◆

今
谷
◆

燕
癖

砂
●
け

む
●
●

◆
⑦
◆

●
◆
◆

の
◆
●

今
も
。
。
、

↓
”
伽

守
り
。

ｆ
●
●

岬
軸
”

甲
Ｇ
●

●
ｇ
●

》
い
ふ

寺
◆
。

●
●
●

●
●
●

ず
憩
い

守
●
◆

Ｏ
号
令

も
。
。
●
●

？
●
●

画
●
●

守
６
●

◆
ｆ
命

◆
○
●

●
守
り

辨
一
稗

争
◆
●

守
口
●

■
。
？

Ｏ
Ｄ
Ｇ

凸
ｅ
◇

⑭
麓
癖
熱

守
●
●

●
●
○

認
品
。

や
＃
》
》
◆
●
●

ず
。
、
●
■ 市報たかはぎ昭和52年2月鱗識議

認

蝋
溌
蕊
蕊
簿
、
』
・
汀
ナ

今
か
ら
加
年
前
私
達
は
、
一
つ
の

生
命
と
し
て
生
ま
れ
、
今
日
ま
で
無
事

に
育
っ
て
き
ま
し
た
や
・

訓
歳
、
成
人
…
‐
や
《
そ
れ
は
、
大
人
に

清

大

らたな成人は438今年のあ社
会
の
波
に
も
ま
れ
て

黍
》

1

Ｊ
ｆ
Ｌ
１
Ｊ
ｒ
Ｉ
、
Ｉ
ｊ
ｆ
１
‘
１
ノ
ィ
Ｉ
１
Ｊ
Ｊ
ｆ
、

ノ
ー
、
、
ノ
ｆ
、
１
／
ｌ
、
Ｉ
ノ
ｆ
１
，
１
ノ
Ｊ
１
、
ｌ
ノ
ー
、
１
ノ
Ｊ
１
、
ｊ
ｆ
ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｊ
Ｉ
、
Ｉ
Ｊ
ｆ
１
、
Ｊ
″
１
１
１
ノ
ｒ
、
１
〃
ｆ
Ｉ
１
Ｊ
Ｊ
ｌ
、
ｊ
ノ
ｒ
１
，
Ｊ
ノ
ー
、
ｊ
ノ
ー
、
、
ｊ
／
、
、
Ｉ
ノ
ノ
ー

１
Ｈ
晦
日
の
成
人
式
は
、
中
央
公
民
館
で
午
前
叩
時
か
ら
２
３

７
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
の
は
、
男
が
１
０
５
人
、
女
が
１
３
２
人
で
成
人
者

４
３
８
人
に
対
し
出
席
率
は
、
粥
％
で
し
た
。

「
平
素
な
服
装
で
」
と
呼
び
か
け
て
い
た
今
年
の
成
人
式
も
、

晴
れ
着
姿
が
め
だ
ち
、
は
な
や
か
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
？

そ
こ
で
あ
ら
た
な
成
人
と
な
ら
れ
た
若
い
人
た
ち
に
、
社
会
人

と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の
抱
負
な
ど
を
一
言
述
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｈ
Ｉ
～
‐
や
く
Ｉ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ

１
Ｊ
／
４
１
１
ノ
紙
１
，
１
ノ
Ｊ
、
、
‘
ノ
Ｊ
１
、
‐
Ｊ
ｆ
’
１
、
ｊ
／
ｒ
～
、
ｊ
ｒ
ｌ
、
Ｊ
／
ｌ
、
ｌ
ノ
ー
、
、
ノ
ｆ
ｌ
、
Ｊ
／
ｌ
、
ｊ
／

水三枝子さん

和町(美容師）

今
日
か
ら
私
は
成
人
。
や
っ
と
私
も

社
会
人
と
し
て
仲
間
入
り
す
る
こ
と
が

‐
、
－
Ｊ
ノ
ー
、
、
？

‐
、
ｉ
ノ
ｆ
ｌ

な
っ
た
の
だ
と
心
に
言
い
き
か
せ
、
社

会
人
と
し
て
の
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ

と
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
市
内
の
美
容
室
に
勤
め
、
美

容
師
と
し
て
、
教
養
と
技
術
を
身
に
つ

け
幸
い
に
昨
年
の
末
、
国
家
試
験
に
合

格
し
て
、
前
途
に
明
る
い
希
望
を
見
出

し
、
自
分
な
り
に
悔
い
の
な
い
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
先
生
や
、
先
輩
の
よ
き
指
導

の
お
か
げ
と
感
謝
の
気
持
で
一
杯
で
す

こ
れ
か
ら
私
は
、
大
人
の
仲
間
入
り

を
す
る
と
と
も
に
、
間
遠
い
や
、
批
判

の
言
葉
も
受
け
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し

そ
れ
を
恐
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
社
会
の

波
に
も
ま
れ
な
が
ら
、
限
り
な
い
成
長

を
つ
づ
け
る
よ
う
努
力
す
る
つ
も
り
で

す
。

自
分
の
心
で
行
動
を

鐙溌
ー

吉田敏勝さん

高浜町（会社員）

で
き
ま
し
た
。

自
己
を
見
つ
め
、
自
覚
を
も
っ
て
生

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
達
に
と
っ

て
現
実
に
与
え
ら
れ
た
社
会
、
人
間
と

人
間
が
考
え
て
で
き
て
い
る
社
会
、
あ

ら
ゆ
る
欲
望
、
矛
盾
が
呼
吸
を
し
て
い

る
。
そ
の
中
の
自
分
。
こ
れ
か
ら
は
、

私
達
の
社
会
で
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
理
想
や
目
的
で
も
、

す
べ
て
進
歩
の
た
め
に
、
自
分
の
心
の

中
に
作
っ
て
、
社
会
人
、
人
間
と
し
て

行
動
し
て
い
こ
う
。

泣
い
た
り
苦
し
ん
だ
り
挫
折
し
て
も

人
生
は
、
無
限
で
は
な
い
。
過
去
を
ふ

り
か
え
る
の
は
、
ま
だ
早
い
。
前
進
あ

る
の
み
で
す
。

「
成
人
お
め
で
と
う
」
形
式
的
な
言

葉
で
す
け
ど
、
日
本
の
素
朴
な
心
に
触

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
、

外
見
だ
け
の
成
人
で
は

私
は
、
昨
年
の
４
月
か
ら
体
育
指
導

委
員
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
体
育
行
事

に
参
加
し
、
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

先
輩
の
方
は
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を

数
多
く
乗
り
こ
え
て
き
た
人
達
ば
か
り

で
、
は
た
し
て
、
そ
の
中
で
仕
事
が
う

ま
く
勤
ま
る
か
ど
う
か
、
最
初
は
不
安

で
し
た
が
な
ん
と
か
勤
ま
り
そ
う
。

成
人
に
な
る
ま
で
は
、
希
望
や
夢
が

沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
成
人
に
な
っ
て

》
割

嚥

根目沢高子さん

安良川(看護婦）

選
挙
権
が
与
え
ら
れ
、
そ
し
て
世
間
の

人
達
や
、
先
輩
は
、
私
を
大
人
の
一
人

と
し
て
見
て
く
れ
る
こ
と
に
、
ほ
ん
の

少
し
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

実
際
に
は
、
成
人
を
迎
え
以
前
よ
り

気
持
が
あ
ら
た
に
な
り
、
心
の
中
で
は

一
つ
の
区
切
り
を
感
じ
、
精
神
的
に
も

落
着
き
、
あ
る
意
味
で
は
安
心
し
ま
し

た
。
今
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
外
見
だ
け

の
成
人
に
な
り
た
く
な
い
こ
と
。
こ
れ

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
、
勉

強
も
し
、
身
の
し
わ
を
一
つ
一
つ
踏
み

台
と
し
て
、
人
生
を
歩
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

明
る
い
社
会
づ
く
り
に
努
力

令

品

蝿

剥

到

●

叩、

蕊
溌
熟
》

》
溌
》
蕊
溌
鶴
一
癖
需
諦１

大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
律

的
に
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
的
に
も
大
き

乢
兎

な
責
任
を
持
た
さ
れ
る
こ
と
だ
と
思
う

他
人
に
は
絶
体
に
迷
惑
を
か
け
な
い
と

い
う
責
任
感
の
強
い
人
間
に
な
り
た
い

：
現
在
、
世
間
の
人
達
が
言
う
、
若
い

人
に
欠
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る
責
任
感

を
持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
人
と
し
て
は
選
挙
権
を

は
じ
め
、
各
種
の
権
利
が
与
え
ら
れ
ま

す
が
同
時
に
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
義

務
も
課
せ
ら
れ
る
わ
け
で
す
し
、
身
体

だ
け
で
は
な
く
、
心
の
面
で
も
立
派
な

社
会
人
と
な
っ
て
明
る
い
社
会
づ
く
り

）

．

に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
し
て
、
私
は
、
公
務
員
と
し
て
消

防
署
に
勤
め
、
市
民
の
人
命
や
秩
序
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
立
っ

て
い
る
わ
け
で
、
甘
い
考
え
で
勤
務
で

き
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
自

覚
し
、
一
能
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

自
信
を
も
っ
た
責
任
を

私
達
は
、
１
月
妬
日
に
成
人
式
を
迎

え
ま
し
た
が
、
私
は
、
別
歳
に
な
っ
た

と
い
う
気
持
に
な
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
私
は
す
で
に
結
婚
を
し
、
子
供
も

一
人
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

加
歳
と
い
っ
て
も
私
は
、
型
歳
ぐ
ら

い
に
人
か
ら
見
ら
れ
ま
す
。

卯
歳
に
な
っ
て
か
ら
の
目
標
は
、
ど

の
よ
う
な
小
さ
な
こ
と
に
も
責
任
を
も

つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
き
に
は
責
任

を
も
て
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
家
の
人
や

先
輩
、
友
人
な
ど
に
相
談
し
て
解
決
し

て
い
き
ま
す
。

加
歳
、
そ
し
て
、
主
婦
と
な
っ
た
今

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
よ
き
相
談
と
な
っ
て
く
れ

る
人
を
大
切
に
し
、
自
信
を
も
っ
た
生
》

活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

￥

龍

睡

巧

理

腱

平沢由美子さん

島名（主婦）

＝
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「
今
月
も
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

少
な
い
金
額
で
す
が
何
か
の
役
に
立
て

ば
幸
で
す
。
ｌ
市
民
よ
り
」
と
、
昭

和
鯛
年
か
ら
今
日
ま
で
、
高
萩
臨
海
学

園
の
子
ど
も
た
ち
に
と
、
３
年
間
の
長

い
間
、
毎
月
か
か
さ
ず
寄
付
さ
れ
た
一

人
の
市
民
が
お
り
ま
す
。

「
市
民
」
と
だ
け
書
か
れ
て
あ
っ
て
誰

れ
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

本
当
に
あ
り
が
た
く
子
ど
も
た
ち
と

共
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

「
小
規
模
の
林
業
に
は
、
馬
が
一
番
こ
の
馬
は
、
岩
手
産
で
豊
田
さ
ん
で
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

で
す
ね
。
と
に
か
く
馬
が
か
わ
い
い
ん
は
、
代
目
に
な
る
鹿
毛
色
の
牡
で
４
歳
「
馬
市
に
は
、
馬
を
出
し
た
も
の
で

で
す
よ
。
道
楽
で
飼
っ
て
い
る
よ
う
な
人
間
の
年
令
で
い
え
ば
四
ｌ
加
歳
の
す
が
ね
。
馬
車
は
、
市
内
で
帥
台
以
上

も
ん
で
す
か
ら
」
．
と
愛
馬
の
〃
豊
秋
号
年
ご
ろ
の
働
き
盛
り
で
筋
肉
が
盛
り
あ
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
昨
年
の
７
月
に
相

〃
を
話
す
豊
田
宏
さ
ん
（
卵
職
）
Ⅱ
秋
が
り
体
格
も
大
き
い
「
道
路
に
で
る
と
馬
の
野
馬
追
い
に
一
役
か
つ
て
で
ま
し

山
２
２
７
６
Ⅱ
は
、
市
内
で
、
た
だ
一
子
供
た
ち
が
め
ず
ら
し
が
っ
て
寄
っ
て
た
。
と
に
か
く
馬
が
少
な
い
ん
で
す
ね
」

頭
の
馬
を
飼
育
し
て
い
る
。
き
ま
す
よ
。
そ
ん
な
に
め
ず
ら
し
い
ん
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
残
念
が
る
。
今
日
も
馬

豊
田
さ
ん
は
、
昭
和
魁
年
ご
ろ
か
ら
で
す
か
ね
。
馬
の
足
に
つ
け
る
金
靴
は
を
見
る
豊
田
さ
ん
の
目
に
は
愛
情
が
あ

馬
車
を
手
が
け
、
こ
の
道
謁
年
の
ベ
テ
舗
装
の
た
め
す
ぐ
い
た
ん
で
し
ま
う
の
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

ラ
ン
。
農
業
、
山
仕
事
が
主
で
、
多
い
で
、
型
取
り
業
者
の
い
る
相
馬
市
へ
た

名
珊
民
昼

鯵

と
き
に
は
、
４
頭
の
馬
を
飼
っ
て
い
た
の
象
、
あ
と
は
ほ
と
ん
ど
自
分
で
作
つ

と
い
う
。
‘
て
し
ま
い
ま
す
よ
」
と
い
う
。
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一
一
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一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

松
井
五
月
さ
ん
（
妬
歳
）
Ⅱ
高
浜
町
て
い
る
関
係
か
ら
昨
年
の
３
月
に
、
群

か
く
れ
た
善
意
に
感
謝
２
の
出
Ⅱ
と
福
田
威
さ
ん
（
認
歳
）
Ⅱ
馬
県
古
峯
ケ
原
へ
の
団
体
旅
行
で
、
と

馬
県
古
峯
ケ
原
へ
の
団
体
旅
行
で
、
と

燭
圭
写さ
行
乱

小
実
繩

ｒ
東
本
町
３
の
ｎ
は
Ⅱ
高
萩
駅
に
勤
務
し

｢小さな親切で」

実行章を受章
一一＝

市内で一頭の馬へ
）

豊田宏さんが飼育

松井さん

も
に
添
乗
員
と
し
て
同
行
、
電
車
の
ド

ア
に
は
さ
ま
れ
た
男
の
人
を
助
け
、
こ

の
ほ
ど
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
本
部
長

か
ら
、
実
行
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
「
小
さ

な
親
切
」
も
日
頃
の
心
構
え
が
な
い
と

な
か
な
か
実
行
で
き
な
い
と
し
て
、
今

度
の
受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

松
井
さ
ん
と
福
田
さ
ん
は
、
一
実
行

章
を
い
た
だ
く
な
ん
て
…
。
国
鉄
職
員

と
し
て
当
然
の
こ
と
を
し
た
だ
け
な
の

に
」
と
そ
れ
ぞ
れ
に
喜
び
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

か
つ
て
は
、
馬
市
で
名
の
知
れ
た
高

萩
も
、
昭
和
弱
年
ご
ろ
は
、
馬
が
５
０

０
頭
、
牛
が
わ
ず
か
別
頭
ぐ
ら
い
で
し

た
。
し
か
し
、
馬
は
、
農
業
の
近
代
化

に
よ
る
耕
運
機
な
ど
の
動
力
の
普
及
や

牛
の
需
要
の
増
加
に
よ
っ
て
昭
和
訓
年

ご
ろ
か
ら
し
だ
い
に
少
な
く
な
り
、
昭

和
ｗ
年
ご
ろ
か
ら
馬
市
か
ら
牛
市
に
か

岬
気
に
入
っ
た
草
花
の
名
を
メ
モ
し
た
り

ふ
と
、
思
う
の
で
す
が
花
貫
ダ
ム
周

岬
し
な
が
ら
「
収
推
あ
り
」
な
ん
て
に
つ
辺
の
自
然
は
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ま

州
こ
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

の
姿
で
い
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

ザ

州
や
が
て
、
昼
食
兼
解
散
時
に
は
、
先

よ
そ
ぷ
た
い
な
自
然
破
壊
は
、
考
え

仙

咄
生
方
か
ら
、
野
烏
や
、
植
物
に
対
す
る
な
い
で
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。
も

Ⅷ
義
務
な
ど
が
端
適
に
話
さ
れ
、
時
に
は
し
、
そ
う
な
っ
た
ら
、
ふ
る
さ
と
を
失

ｌ
そ
こ
か
ら
議
論
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

つ
た
よ
う
な
淋
し
さ
を
感
じ
る
で
し
よ

Ｉ
わ
た
し
は
、
何
も
言
え
ま
せ
ん
が
、

貝
ノ
。

Ⅱ

岬
象
な
さ
ん
の
自
然
へ
の
想
い
を
感
じ
ま

州
す
。
．

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

亀
』
二
三
二
一
七
』
｜
｜
｜
一
宇
』
二
三
・
二
二
号
。
こ
】
一
口
二
三
一
勺
・
二
一
言
一
二
一
画
・
幹
二
一
『
口
二
一
｜
画
・
』
』
二
盲
二
二
酔
呂
二
一
』
・
一
二
一
与
呂
一
二
画
二
一
二
冒
午
三
三
』
。
三
一
”
二
一
一
一
盲
二
一
一
ロ
ロ
ニ
ニ
ー
』
ロ
』
』
二
弓
、
二
一
曾
国
二
一
百
口
壱
三
一
《
、
二
二
一
四
呂
二
一
『
呂
二
三
口
国

道
路
に
は
、
水
を
ま
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

凍
結
し
て
路
面
が
氷
り
、
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

州
心
温
ま
る
自
然

岬
そ
こ
で
、
花
貫
ダ
ム
対
岸
の
雑
木
の

洲
下
枝
で
瞑
想
す
る
ャ
マ
セ
ミ
を
覗
い
た

州
り
ヤ
ブ
デ
マ
リ
を
．
レ
ン
ズ
を
通
し
て

焔
観
た
り
し
な
が
ら
、
の
ん
び
り
、
み
ん

Ⅱ

州
な
の
あ
と
か
ら
つ
い
て
い
き
ま
す
．

杣
そ
れ
で
も
、
一
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
に
ま
つ

仰
わ
る
話
や
、
薬
草
の
話
を
聞
い
た
り
、

川
ｈ
Ｈ
■
■
■
日
■
Ⅱ
川
Ⅱ
Ⅱ
肌
川
Ⅱ
叩
段
、
チ
化
ル
ー
ジ
、
ゴ
ｄ
「
ソ
ノ
ダ
グ
し
↓
６
‐
》
・
》

、

川

、

'''''0BIIlD , l l Il hn 1 I I I I ﾛ , 1 1 1 1 叩I l hn b n l Ij D岫1 1 ｣Il Ob b lⅡ' D l I l l h b l IlII nJ I 1 1 1叩, lI l l n I il l n ﾛ ﾛ 1 1 1 ｣ ﾛ‘ 1 1 1 1ﾘ D I l l I 』叩ⅡI I 1 l l l l 1 q D』l]l』., l III0QI l IOOlⅡ

八
個
Ｖ

一へ

､ー

日
曜
日
の
朝
、
赤
い
ひ
と
言
「
烏
が
好
き
…
」
と
、
言
う

長
ぐ
つ
を
は
い
て
母
、
小
学
生
や
、
樹
令
を
重
ね
た
巨
木
の
こ

娘
で
出
か
け
る
の
は
、
と
を
話
す
会
長
さ
ん
の
こ
と
ば
な
ど
か

何
だ
か
ウ
キ
ウ
キ
す
る
ら
わ
た
し
の
中
か
ら
も
、
自
然
に
対
す

も
の
で
す
。
る
畏
怖
の
気
持
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
と

で
も
、
神
出
鬼
没
に
素
直
に
思
っ
て
い
ま
す
。

飛
ん
で
い
る
烏
を
双
眼
こ
の
会
に
は
、
自
然
を
調
っ
た
Ｃ
Ｍ

鏡
で
覗
く
と
か
「
ギ
ギ
の
よ
う
な
軽
さ
や
、
気
ど
り
が
な
い
か

シ
」
と
だ
け
で
烏
名
が
ら
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
高
萩
の

わ
か
る
人
達
の
中
に
入
土
っ
ぽ
さ
は
、
残
し
て
ほ
し
い
も
の
で

る
と
、
多
少
お
と
な
し
す
。
で
も
当
面
の
楽
し
み
は
、
遠
足
気

く
な
り
ま
す
。

分
の
ほ
う
で
す
。
，

花
貫
ダ
ム
と
自
然
（
Ｈ
）

ヒトリシズカにメモをとって
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◆
●
召

●
上
争

勺
。
◆
▽
甲
ザ

ヅ
●
◆
●
●

幸
Ｏ
Ｇ

●
合
Ｇ

■
。
●
①
●
●

認
。
荘

わ
④
。
③
少

。
●
●

■
◆
●
守
●
。

Ｇ
■
●
△

。
。
●

ｐ
◆
●
と

●
●
の

●
●
●
“

申
●
■

■
り
ゆ
・

●
◇
●

ザ
恥
戎
込

●
◆
●

甲
①
①
と

り
◆
●

壱
参
●
二

●
争
○

。
◇
申
と

●
◆
●

■
Ｄ
ｐ
ｐ
◆
■
凸

）

》
募
金
“
運
動
の
協
力
あ
り
が
と
う

蕊
、
目
標
額
は
る
か
に
こ
え
る

月

「
赤
い
羽
根
・
歳
末
た
す
け
合
い
募
の
各
施
設
や
、
市
町
村
の
社
協
に
配
分

２群
金
」
運
動
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
さ
ま
れ
し
た
。
ま
た
、
歳
末
た
す
け
合

碗
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
民
の
み
な
さ
い
募
金
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
に
入
所

舗
漉
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
善
意
に
よ
し
て
い
る
方
や
、
恵
ま
れ
な
い
多
く

蕊
坐
り
共
同
募
金
が
、
目
標
額
１
８
１
万
７
の
方
左
に
、
次
の
と
お
り
配
分
い
た
し

●
●
尋

諏
叩
詫
鞆
。
‐
、
千
円
を
こ
え
る
２
４
１
万
５
，
２
０
２
ま
し
た
。

》
癖
》
一
》
鈍
い
媚
癖
翻
鴫
恥
竿
那
雁
卸
峠
》
》
蝿
認
一
酔
嚥
硴
部
罪
恥
鍔
串

．
・
・
で
達
成
率
１
１
２
％
に
な
り
ま
し
た
。
き
り
老
人
へ
蛇
万
２
千
円
、
重
度
障
害

酌
牝
韓
一

識
《
ｆ
ｉ

職
》
寄
せ
ら
れ
た
募
金
の
う
ち
、
共
同
募
琴
者
（
児
）
へ
３
万
５
，
０
４
０
円
、
里
子

ず
■
●
我
□

●
令
●
溌
坐
金
は
、
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
県
内
鞠
‘
・
里
親
へ
１
万
２
千
円
、
火
災
見
舞
へ

命
。
岬
＆
唖
一

ぎ

蕊
毒

閑林

落葉を踏んで林に入る。

木の間をもるる陽だまりには、

もう春闘がみつみつしい葉をのぞかせ、

春の息吹きを感じさせる。

絵と文・伊藤龍馬
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○
Ｎ
Ｋ
プ
ル
ー
ス
タ
ー
ズ

、

３
５
０
０
０
円

○
み
の
わ
技
芸
学
院
生
徒
職
員
一
同

１
１
，
８
５
３
円

○
文
化
ク
ラ
ブ
Ⅱ
大
心
苑

、

３
０
５
０
０
円

○
市
役
所
運
転
手
会

９
５
７
円

○
西
川
正
蔵
さ
ん
Ⅱ
高
浜
町

２
０
，
０
０
０
円

○
Ｎ
．
Ｋ
青
年
婦
人
部

、

１
５
３
０
０
円

○
武
子
悦
子
さ
ん
Ⅱ
本
町

芦

１
４
，
６
８
９
円

○
つ
く
し
子
供
会
１
石
滝

、

、
１
０
０
０
０
円

○
荒
木
恭
平
さ
ん
Ⅱ
本
町４
５
０
０
円

○
市
福
祉
事
務
所
職
員
一
同

１
２
６
２
０
円

○
立
正
佼
成
会
茨
城
協
会

、

７
７
５
１
６
円

○
市
役
所
野
球
部

２
３
，
０
０
０
円

○
塩
畑
忠
さ
ん
Ⅱ
秋
山

、

１
０
０
０
０
円

○
高
萩
保
健
所
一
同

、
３
０
０
０
円

○
神
代
恵
次
さ
ん
Ⅱ
有
明
町

、
１
６
５
５
円

○
市
役
所
釣
友
会

２
０
０
０
０
円

５
万
円
、
そ
の
他
８
万
４
，
２
２
３

円
。
↓

歳
末
た
す
け
合
い

ｊ

史
嘩
毒
勢
熟
撰
鞭

Ⅲ
、

田

州
戎
飼
言
去
志
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
．
そ
れ
に
し
て
も

厳
ゞ
雨
鯉
…
ｉ
肯
灯
嵯
ゞ

帥
イ
Ｏ
ｖ
寺

文

Ⅷ
１
１
か
可
唾
諦
挿
畦
や
津
詫
睡
茄
唾
手
垂
趣
竺
諏
諦

川
ｈ
Ｂ
Ｕ

Ｉ
０
《
殖
ｖ

浜
の
戒
め
と
し
て
、
人
々
の
間
に
語
り
伝

仙
嘩
産
胆
，
⑰
赤
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
門
前
の

Ⅷ
つ
ぎ
に
死
亡
原
因
が
記
さ
れ
て
い
る
二
郎
四
郎
が
上
意
打
ち
に
な
っ
た
一
か

岬
者
の
う
ち
で
、
と
く
に
注
意
を
ひ
く
も
月
後
の
荒
川
八
幡
宮
の
永
禄
九
年
九
月

の
棟
札
に
、
小
野
崎
殿
藤
原
朝
臣
（
十

岬
の
を
あ
げ
て
承
よ
う
。

王
町
の
山
能
城
主
）
、
車
殿
藤
原
朝
臣

州
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
の
死
亡
者
（
北
茨
城
市
の
車
城
主
）
と
と
も
に
「
大

糾
ト
「
法
善
、
又
二
郎
、
も
と
は
門
前
に
塚
殿
藤
原
朝
臣
重
成
」
の
名
が
ゑ
え
る

川
て
生
る
也
。
大
つ
か
下
内
蔵
頭
殿
に
奉
の
で
、
二
郎
四
郎
は
荒
川
八
幡
宮
の
造

咄
公
也
。
な
る
沢
に
て
宇
佐
美
監
物
殿
に
営
修
復
に
関
係
し
て
失
敗
を
し
、
主
君

Ⅷ
遺
恨
有
り
て
打
た
れ
る
也
、
八
廿
一
」
の
き
げ
ん
を
そ
ん
じ
て
殺
さ
れ
た
の
か

伽
と
あ
る
。
下
手
綱
の
門
前
で
生
ま
れ
た
も
知
れ
な
い
。
な
お
二
郎
四
郎
と
は
、

岬
又
二
郎
は
、
大
塚
内
蔵
頭
殿
の
家
来
で
二
郎
の
四
男
、
つ
ま
り
二
郎
と
い
う
父

州
あ
っ
た
が
、
永
禄
元
年
八
月
二
十
一
日
の
四
男
（
四
郎
）
の
意
味
で
あ
る
。

腱
、
成
縦
目
立
行
成
潔
か
〕
で
字
陸
蕊
殺
壹
畷
鰯
■
蝿
患

州
美
監
物
に
恨
朶
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
と
一
、
》
ゞ
？
」
鷲
：
》
惑
側
雛
篭
￥
；
、
、
‐

非

ご

．

閥

帳

笠

罪

，

誠

叩

岬

静

函

鞠

酎

』

《

》

露

罐

印

咄

．

“

即

儲

』

里

・

辨

鱗
建
議
一
識
灘
蕊
認
憾
一
・
：
》
蕊
認
宮

叩
い
う
の
で
あ
る
。
》
ご
》
幡

恥

蕊

悪

叩
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
の
死
亡
者
鱗均脅叩伸一忌悟罐蝿鄙椰郡晦荊硴唾郷個郎識

Ⅷ
、
氷
禄
九
年
八
月
八
日
に
下
手
綱
門
前
講

州
の
二
郎
四
郎
か
主
君
の
命
令
で
斯
ら
れ
零
》一岬たというのである。このときの主幽圃葬

州
君
は
竜
子
山
城
主
大
塚
掃
部
助
重
成
熊
簿
蝋
辮
懲
蕊
雛
羅
騨

災
親
成
）
で
あ
っ
た
。
重
成
は
氷
禄
四
年
溌
職
蕊
蕊
隷
職
罷
篭
議
霧
蕊
溌
露
鱈

釜
目
意
交
通
遺
児
へ
３
４
，
２
７
５
円

○
清
原
久
代
さ
ん
Ⅱ
有
明
町

○
鈴
木
豊
男
さ
ん
Ⅱ
友
部
町
、

福
祉
の
為
に
２
０
０
０
０
０
円

臨
海
学
園
へ
５
０
０
０
円
○
小
野
悠
弘
さ
ん
Ⅱ
本
町

、

○
宇
野
石
油
店
２
０
０
，
０
０
０
円

ー
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交通災害共済に加入しよう 三
三

一52年度分2月1日から受付中一 三
三

毎日、 まいにち起きる交通事故一突然三
＝

にせまってくる事故に備えて、交通災害三
二＝

共済に加入しましよう。 三
三

昭和52年度分は、 2月1日から市役所市三
二＝

民相談室で受け付けております。 三
三

会費は、大人600円、中学生以下300円三
＝：

です。見舞金額は最高（死亡）で100万三
＝

円が支給されます。 三
：＝

くわしいことは市民活動内線219でお三
＝

たずねください｡ 三

’一二一一一一一一二二一二一一二一一一二一一一一二一一一一二一一一二

が完寒風の中全
「走れ、走ろう、鍛えよう」をテーマとす

灘
る第2回高萩市マラソン大会が、 1月16日高

萩駅前から農協松岡支所折返し6．2キロコー

スの中学生、女子、高令者レースと、高校､青

年、壮年の手綱工業団地折返L10キロコース

に分れ約300人が参加して行なわれました。

この日は、前日に降った雪が凍結し、車の

スリップ・事故などがでた、悪コンディション

でしたが佐川せつ子さん（64歳）＝東本町＝

を初め寒風の中で全員が完走しました，

成績は次のとおりで一十。

○中学生の部①鈴木義則②宮島沼司③池田浩

美○高校の部①五十嵐雅史②弓野真孝③,｣、

林文仁○青年の部①長l1皮治雄②小野正人③

一
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
二
二
一
二
二
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
二
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
二
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一

交通災害共済の加入出張日程表

期日 ｜ 受付場所 時 間《
）

横川小学校

下君田公民館

上君田小学校

若栗公民館

大能"

三代商店前

中戸川公民館

下手綱公民館

南組〃

関口 〃

北組〃

赤浜願成寺

高戸公民館

桝形倉庫前

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
１
５
２
０
４
２
２
５
２
５
３
２
５

０
１
１
１
２
２
３
９
９
０
０
１
１
１

１
１
１

１
１
１

一
一
一
へ
。
一
へ
一
ヘ
ー
ヴ
一
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
５
３
０
４
２
０
０
３
０
３
１
０
３

０
０
１
１
１

咽
Ｉ
値
し
’
９
９
０
０
１
１
１

１
１
１
１
１
１

3． 14

’1 可存

）． ‐10

’

秋山小学校 9

山手公民館 9

秋山中学校 10

秋山下公民館 11

島名公民館 11

０
０
０
０
０

２
０
５
２
０

９
０
０
１
２

１
１
１
１

一
一
一
一
へ

０
０
０
０
０

０
４
２
０
４

3． 16

旧
軍
人
、
軍
属
及
び
戦
没
者
等
の
遺

族
並
び
に
海
外
引
揚
者
等
に
対
す
る
援

護
関
係
業
務
の
巡
回
相
談
を
行
な
い
ま

す
。仙
日
時
２
月
Ｗ
日
（
木
）
午
前
加
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で

②
会
場
中
央
公
民
館
中
会
議
室

暮
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は

市
民
の
み
な
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
の
力

で
す
。
み
な
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
を

市
政
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
資
格
市
内
居
住
者
（
公
職
を
も
た

な
い
人
）

○
人
員
別
人

○
任
期
昭
和
馳
年
４
月
１
日
か
ら
邸

年
３
月
末
日
ま
で

○
仕
事
の
内
容
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
。

〈
） 援

護
関
係
業
務
の
巡
回
相
談

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

手
づ
く
り
の
市
政
で
暮
し
や
す
い
ま
ち
を

石滝公民館
安良川公民館
農協÷ナーピスセンター

東小学校

第2分団詰所

高浜集会所

９
９
０
０
１

１
１
１

一
一
一
一
一

０
０
０
０
０

０
３
０
３
０

９
９
０
０
１

１
１
１

０
０
２
５

） Tワ
jq lI

０
０
０

２
５
３

申告は早めに

昭和51年分の所得税の確定申告と納税

は2月16月から3月15日までです。

所得税の確定申告書を税務署へ提出し

た方は、住民税や事業税の申告書は提出

しなくてもよいことになっています。

（日立税務署）

市
政
に
対
す
る
意
見
、
要
望
、
情
報

の
提
供
、
連
絡
会
議
の
出
席

○
応
募
方
法
住
所
氏
名
、
職
業
、
年

令
を
明
記
し
て
郵
送
す
る
こ
と
、
電

話
で
も
結
描
で
す
。
一

○
締
切
り
３
月
晦
日
ま
で

○
申
込
み
先
市
役
所
市
長
室
市
民
活

動
担
当
］

（
鰯
内
線
２
１
９
．
２
３
３
）

⑧
相
談
内
容

年
金
、
給
与
金
、
弔
慰
金
等

療
養
給
付
．
袖
装
具
、
手
帳
交
付
等

恩
給
関
係

特
別
弔
慰
金
、
給
付
金
等

く
わ
し
い
こ
と
は
市
福
祉
事
務
所
社

会
係
ま
で

おしらせ

交通事故相談は市民相談室に変り
＋手

よ，。


